
【取組内容①】 個別最適な学びを支えるための学びの様子の可視化

壬生町立壬生東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

＜小５ 国語＞
漢字・言葉・音読の基礎基本定着のために、３～4週程度の課題を共有し、授業の開始８

分間に個人のペースで取り組む時間を設定。同時間に教師は個別に音読のテストを行う。
期限内に早く終えた児童は自分で新たな課題を設定して取り組み、期間終了後振り返りを
記入し、提出。一斉に音読をしたり新出漢字の練習をしていた時間を個人の学びに合わせ
て取り組むことができるようになった。


